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地名が表す地理的特徴に着目した神武東征経路の新説 

𫝆井裕明 

2026 年 5 月 

 

・ 日本書記及び古事記に記された地名が表す地理的特徴に着目し、神武東征経路の新説を

提示する。前提条件として、地名は重要な手がかりではあるが後から変更できる性質上、

日本書紀と古事記に記載された地名が現在の地名とは必ずしも一致しないとの認識に

立ち、むしろ、地名に用いられた文字の意味が表わす地理的特徴に着目する。東征は神

武天皇にとって未知の旅であるため、記紀に出てくる地名は、神武天皇一行が地理的特

徴を踏まえて名付けたものである可能性が高い。また、現代人にとって既知の地理情報

を神武一行は有していなかったことを念頭に未知の土地を行く者の視点で合理的な行

程を辿ったものとして神武東征の経路を解釈する。これら前提に立った結果、神武東征

の経路を以下の通り比定する。 

・ 1940 年に建てられた顕彰碑が示す経路との主な違いは、以下 3 点である。 

 起点を宮崎とするか、諫早とするか。 

 紀伊半島を回りこみ奈良盆地に至るか、紀ノ川を遡上して奈良盆地に至るか。 

 奈良盆地に宇陀市方面から入るか、御所市方面から入るか。 

・ なお、本論文で提示する仮説は、記紀に記録された神武東征から 3 世紀前半の纏向遺跡

の形成まで、地理的、時間的な整合性の取れた説明を提示するものである。 

 
図 1 神武東征経路の新説 

出所 筆者作成 
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表１ 日本書記及び古事記に記された地名とその比定地 

 古事記 日本書紀 比定地 

（１） 日向 日向國 諫早 

（２） 速吸之門 速吸之門 筑後川下流域 

（３） 筑紫豐宇沙 筑紫國菟狹 甘木朝倉 

（４） 筑紫之岡田宮 筑紫國岡水門 比恵那珂遺跡 

（５） 阿岐國之多祁理宮 安藝國 広島 

（６） 吉備之高嶋宮 吉備國高嶋宮 岡山 

（７） 速吸門 浪速國 大阪府大阪市難波付近 

（８） 青雲之白肩津（日下之蓼

津） 

河內國草香邑靑雲白肩之

津（草香之津） 

大阪府東大阪市日下付近 

（９） - 龍田／孔舍衞坂 大阪府東大阪市善根寺町 

（１０） 血沼海／男水門 茅淳山城水門／雄水門 本州と地ノ島の間の水門 

（１１） 紀國之竈山 紀伊國竈山 加太湾 

（１２） - 名草邑／狹野 紀ノ川河口の砂州 

（１３） 熊野村 熊野神邑／天磐盾 和歌山市和歌浦周辺 

（１４） - 熊野荒坂津（丹敷浦） 和歌山市の旧平井津 

（１５） 葦原中國 葦原中國 紀ノ川下流域の湿地帯 

（１６） 吉野河之河尻 - 五條市付近（吉野川と宇

智川の合流地点） 

（１７） 宇陀 菟田血原 葛城川上流の金剛山の東

山麓 

（１８） - 菟田高倉山 金剛山 

（１９） - 國見丘 国見山 

（２０） 忍坂 男坂（忍坂）／女坂／墨

坂 

貝吹山南部／中部／北部

を東西に横切る道 

うち墨坂は上ノ山遺跡 

（２１） - 磐余邑／ 飛鳥下層遺跡 

（２２） - 磯城邑 四分遺跡 

（２３） - 天香山 天香具山 

（２４） 宇泥備／白檮宮 畝傍山／橿原宮 畝傍山／橿原宮 

（２５） - 片塩 纏向 
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（１） 日向國 

・ 邪馬台国が神武天皇の出身国であり、九州から近畿へ東征が行われた説を採用する。ま

た、邪馬台国の位置を諫早とする今井（2026）（1）の説を採用する。諫早は東を海に面

しており、「日向」の表現にふさわしい地理的特徴を備えている。 

 

図 2 諫早の立地と神武東征経路 

出所：Googlemap を基に筆者作成 

 

（２） 速吸之門 

・ 諫早から本州に向けて移動する経路は複数の可能性があるが、安本が主張する邪馬台国

甘木・朝倉説（2）を踏まえ、大和政権が東征の過程で甘木・朝倉の勢力を取り込んだも

のと考える。その場合、筑後川を遡上し甘木・朝倉経由で背振山地を超えて博多湾岸に

出る経路を取ることが最も合理的である。 

・ 筑後川下流域は、日本で最も潮の干満差の大きい有明湾の最深部に位置し、潮の変わり

目の潮流の速度が極めて速い。また、縄文海進時に海であった土地が弥生時代末にかけ

て急速に陸地化しており、満潮時には海だが干潮時には陸地化する広大な干潟が広がり

（下図の「非海成粘土分布域」が近似する範囲と考えられる）船の座礁リスクが大きか

ったと考えられる。この地を進むために、地元の「珍彦」を水先案内人としたことは合

理的な記述である。 
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図 3 筑紫平野表層における非海成粘土および海成粘土の分布と神武東征経路 

出所：下山ほか（3）を基に筆者作成 

 

（３） 筑紫國菟狹（古事記では宇沙） 

・ 宇沙の「宇」は広いこと、「沙」は水が少ない砂礫地帯を指す。そのため、宇沙は頻繁

に洪水を引き起こす筑後川流域の堆積平野の砂礫地帯を指すと考えられる。頻繁な洪水

により上流から土砂が運ばれる地域では、植生が森林に遷移する前に更地に戻されるた

めに、砂礫地帯が形成される。甘木・朝倉地域は筑後川流域の堆積平野に位置する。日

本書紀によると、神武はここで菟狹津媛を迎え入れており、これが中臣氏の遠祖に当た

ると記載されている。中臣氏は大和政権の中枢を担った家系であり、安本が指摘する甘

木・朝倉地域と奈良盆地の地名の一致は、菟狹津媛によりもたらされたと推論すること

ができる。 

・ また、菟狹では神武一行が歓迎されている。潜在的に敵になり得る外部からの勢力がな

ぜ歓迎されたのか。今井（2026）（１）が述べるように邪馬台国が有明海周辺を勢力圏と

する一大勢力であったとすると、隣接する菟狹國にとって邪馬台国は脅威である。その

皇子一同がそろって移転を行うことは、脅威が減ることを意味する。そのため、菟狹氏

は神武一行を（遠方に移転することを前提に）歓迎したと考えることが出来る。 

・ なお、顕彰碑のルートである現在の宇佐市を通るルートでは、その手前に「速吸之門」
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と表現しうる水流の早い箇所は存在せず、また、宇佐市の在地勢力が神武をことさら歓

迎する合理的理由が無い。 

 

 

図 4 宇沙～岡田宮（岡水門）の経路 

出所 Googlemap を基に筆者作成 

 

（４） 筑紫國岡水門（古事記では筑紫之岡田宮） 

・ 甘木・朝倉地域を経由したことを前提とすると、筑紫野市付近の峠を越えて背振山地を

通過した先に位置する博多湾岸を本州に向けて船に乗り込む拠点とすることが合理的

となる。 

・ 同地域には、弥生時代後半から古墳時代にかけて繁栄する比恵・那珂遺跡群が存在する。

比恵・那珂遺跡群は那珂川と御笠川に挟まれた岡の上に田が広がる地域であり、「岡田」

の地名が示唆する地理的特徴を兼ね備えている。当時の田は一般的に低湿地に存在した

が、この地では水路を整備することにより水害リスクの低い岡の上に田を整備しており、

これが特筆すべき特徴となっていたと考えられる。比恵・那珂遺跡は古墳時代はじめに

大規模な道路が整備されるようになったことからも、東征の時に神武天皇の勢力下に入

ったものと示唆される。 

・ また、比恵・那珂遺跡群から 7km 程度の距離には、弥生時代後期終末～古墳時代前期

前半を中心とする住居跡が確認され、同時期の列島内では群を抜く量の朝鮮半島系土器

に加え、畿内系・山陰系を中心に西日本各地の土器を中心とする多量の遺物が出土した

西新町遺跡がある（4）。このことからも、博多湾岸が東征経路上に位置付けられた可能
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性が示唆される。 

・ なお、顕彰碑の経路である遠賀川河口部には、西新町遺跡のような古墳時代初期の大規

模な港の遺跡は見つかっていない。 

 

（５） 安藝國（古事記では阿岐國之多祁理宮） 

・ 最終的な目的地である奈良盆地と博多湾岸を結ぶ経路上で、神武一行を複数年に渡り受

け入れることが可能な地域には、大規模な拠点的集団が存在していたと考えられること

から、広島と岡山が候補地となる。記紀では共通して、安藝國、吉備國が記載されてお

り、記載の順序や現在の地名との一致から安藝國は広島と考えられる。 

 

（６） 吉備國高嶋宮 

・ 上述の（５）と同様に、吉備國は、弥生時代末期時点で拠点的集団を形成しつつあった

岡山（5）と考えられる。 

 

 

図 5 弥生時代後期～古墳時代前期の河内湖 

出所 水都大阪ウェブサイト（6）を基に筆者作成 
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（７） 浪速國 

・ 神武東征が行われた時期が、奈良盆地に纏向遺跡が出現する前の 2 世紀後半～3 世紀前

半と仮定すると、その当時の大阪には巨大な潟湖が存在し、その入り口は砂嘴が発達し

て狭くなっていた。外洋とつながった潟湖の狭い出入口は潮汐による早い潮流が発生し

たと考えられる。この潟湖の出入口は現在の難波付近に相当する。 

 

（８） 河內國草香邑靑雲白肩之津 

・ 大阪に存在した潟湖である河内湖は、東は生駒山麓まで通じていた。神武一行は船で生

駒山麓まで到達し、比較的標高の低い鞍部を経由して奈良盆地に行くことを目指したと

考えられる。草香邑（くさかむら）の音と現在の地名である日下（くさか）の類似性、

また、当時の潟湖と生駒山の鞍部の位置関係から、神武一行が着岸したのは、大阪府東

大阪市日下町又はその北隣の善根寺町付近と考えられる。 

 

（９） 龍田／孔舍衞坂 

・ 日本書紀では、まず龍田を通ることを企図したが狭くて並んで通れない（一列にしか通

れない）ので、生駒山を超える経路に変更したと記載されている。船を降りた地点と生

駒山の鞍部の位置関係から、「龍田」の経路は生駒山北側の鞍部を通る比較的勾配の緩

い現在の阪奈道路（府道 8 号線）付近の谷沿いの経路であると考えられる。一般的には、

生駒山南側の大和川沿いの経路が最も奈良盆地に行きやすい経路であるが、その経路を

とるためには敵地の中を長距離行軍する必要があり、現実的ではない。 

・ 孔舍衞坂（東大阪市善根寺町 1 丁目）は、同じ地点（白肩之津）を起点に川沿いではな

く山肌沿いに上った先にある。この位置に長髄彦との戦いの地である孔舍衞坂の場所を

示した顕彰碑が設置されているが、河内湖の当時の地理的範囲と日本書記の記載を総合

すると、この顕彰碑の設置位置はおおむね正確なものであると考えられる。 

 
図 6 龍田と孔舍衞坂の推定地 

出所 国土地理院地図を基に筆者作成 
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・ 「龍田」の意味は曲がりくねった急峻な地形と解することが出来る。現在の阪奈道路（府

道 8 号線）付近の谷沿いの経路は龍田が示唆する地形の特徴を有している。 

 

図 7 白肩津から望む龍田の道と孔舍衞坂の道 

出所 PeakFinder の図を基に筆者作成 

 

（１０） 茅淳山城水門／雄水門 

・ 孔舍衞坂の敗戦後、南を迂回して奈良盆地を目指す方針に転換した神武一行は、河内湖

を出て大阪湾沿いに南下したと考えられる。茅淳山城水門／雄水門では、孔舍衞坂で矢

傷を負った五瀬命の傷が悪化した。外傷が悪化して命を落とすまでの時間と地理関係を

考慮すると、茅淳山城水門／雄水門は、本州と地ノ島の間の水門を指すと考えられる。 

 
図 8 大阪湾から望む茅淳山城水門／雄水門 

出所 筆者撮影 

 

（１１） 紀伊國竈山 

・ 本州と地ノ島の間の水門を通過した先には加太湾がある。加太湾は、山で囲まれた半円

形の湾であり、海に開けた半面についても友が島や淡路島の島影が連なり、その内側に

いると 360 度が山に囲まれた釜の中にいるように感じる湾である。竈山（かまやま）、

すなわち釜のような山に囲まれた土地という地名が示唆する地理的特徴を考慮すると、

紀伊國竈山は、現在の加太湾であると考えられる。五瀬命は竈山で葬られたとあり、遺

体を夏の暑い時期に長期間輸送することは考えにくいことから、茅淳山城水門／雄水門

からの距離を考慮しても竈山が加太湾である可能性が高い。 
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図 9 湾の外にも連なるように島影がみえる加太湾の光景 

出所 筆者撮影（加太湾の海岸線からパノラマモードで撮影） 

 

（１２） 名草邑／狹野 

・ 名草邑／狹野は紀ノ川下流の砂州を指すと考えられる。名草は「なぎさ」とも音が似て

いること、また、砂州の内側は汽水域となり葦などの草が繁殖することから、この地理

条件を表現する地名として名草の文字が使われたと考えられる。 

・ また、砂州は、紀ノ川の河口を塞ぐように来たから南に向けて南北に発達し、幅の狭い

陸地、すなわち狭い野となっていた。これは「狹野」の地名が示唆する地理的特徴と整

合的である。 

 
図 10 古墳時代の紀ノ川河口と東征経路 

出所 和歌の浦学術調査報告書（7）を基に筆者作成 
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（１３） 熊野神邑／天磐盾 

・ 熊野神邑／天磐盾は和歌山市の和歌の浦周辺と比定される。熊野の熊（くま）の語源は

神（かむ）と同じであり、「奥深くある、入り組み隠れる、覆う（覆われている）、被さ

る（被さっている）状態」を意味するとの説がある。神武天皇にとって、大阪湾から奈

良盆地を眺めた際に南北方向に延びる生駒山地が屏風のように立ちはだかり東に抜け

る道を見つけることが困難であった。しかし、紀ノ川まで南下すると、中央構造線が作

り出す東西方向にどこまでも続く空間が姿を現す。神武は、目的の地を目指し東に向か

うために、この果てしなく東に抜けて奥が確認できないほどに続く空間を「熊野」と表

現したものと推察される。 

・ 和歌の浦は、波の力で岩の柔らかい部分が先に削られ（海食）、硬い岩がそのまま残り

凸凹とした岩場が形成され、山々が海に突き出た小さな岬が連続する特徴的な地形を有

する。自然の不思議な力を感じさせる場所であり、この地名に「神」の文字を当てたと

考えられる。 

・ また、日本書紀にはこのタイミングで「天磐盾（あまのいわたて）に登った」と記載さ

れている。紀ノ川下流域は当時巨大な潟湖になっており、上流からの堆積物により浅瀬

が形成され船が座礁するリスクが大きかった。これから潟湖に乗り込むに際して適切な

航路を見極めるために高台に登る必要があったと考えると、このタイミングで天磐盾に

登る記載があることを合理的に説明できる。なお、紀ノ川河口付近は、奠供山（てんぐ

やま、高さ 35 メートル）など、天磐盾の名称にふさわしい地理的特徴を備える直立し

た岩山が存在する。 

 

 
図 11 奠供山 

出所 筆者撮影 
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・ なお、従来の熊野神邑の神武東征顕彰碑は新宮に設置されており、神武天皇が紀伊半島

を回り込んで奈良盆地に至ったことが想定されている。しかし以下の理由でこれは現実

的ではない。神武天皇は、古事記によると安岐（広島）から吉備（岡山）まで 7 年、吉

備（岡山）から白肩津を経由した奈良盆地入りの実施まで 8 年の準備を行っている（当

時の 2 年は 1 年だったことから、実際の所要年はその半分）。準備期間は、船や兵力を

整えるだけでなく、未知の地である先の経路の情報を事前に収集するために必要とした

と考えられる。このように孔舍衞坂の戦いまでは周到に準備された行程をたどった一方、

それ以降は計画が狂い、事前に準備していない経路を手探りで進んだこととなる。その

ため、吉備から白肩津までの距離よりも長い経路となる紀伊半島大回りの経路を、事前

の準備なしに 3 ヶ月弱で完遂することは不可能であったと考えられる。このことから、

神武天皇は紀ノ川を遡上して奈良盆地に至った可能性の方が高い。 

 

（１４） 熊野荒坂津（丹敷浦） 

・ このタイミングで津（港）が言及されているのは、吉備からここまで移動するために用

いてきた海の航海が可能な大型船から川を遡上するための小型船に乗り換えたためと

解することができる。紀ノ川下流部には、古墳時代に右岸の平井津と左岸の吉田津があ

ったが、「荒坂」の地名は急峻な坂の存在を示唆しており、この地理的特徴を有してい

るのは右岸の平井津である。そのため、荒坂津は平井津のあった和歌山市大谷付近であ

ると考えられる。 

 

（１５） 葦原中國 

・ 神武一行は葦原中國で神が「毒気」を吐いたため弱り、眠りについたと記載されている。

古事記では神武天皇が気を失ったと記載されている。これは紀ノ川下流域の葦が生い茂

った湿地帯に、土地勘を有さない神武一行が分け入ったために滞留していた硫化水素な

どの有毒ガスが放出され、これにより中毒を起こしたと解することができる。湿地帯の

泥の中は酸素が少ない嫌気的環境になるため、有機物が分解される際に硫化水素などの

有毒ガスが発生することがある。また、当時は夏の季節であったために、葦原では熱が

こもり熱中症のような症状になったことも中毒に拍車をかけた可能性がある。 

 

（１６） 吉野河之河尻 

・ 紀ノ川・吉野川を東に向けて遡上する神武一行にとって最大の関心事は、どこで進路を

北に変更するかである。神武は目的地の奈良盆地が生駒山地の東側にあることを認識し

ていたことから、紀ノ川・吉野川を東に向けて遡上したうえで適切な地点で北上すると

長臑彦が存在する河内を避けて奈良盆地に回り込むことが可能となると理解していた

と考えられる。 
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・ 吉野河之河尻は、五條市付近と比定される。紀ノ川（上流では吉野川と呼ばれる）にお

ける船による水運の最上流部は五條市付近であり、それより上流は地形が険しくなるた

め船での航行が困難となる。 

・ 「河尻」について言及されている背景として、ここまでは神武一行が船で移動し、ここ

を境に陸路に切り替えたためと考えられる。また、五條市から御所市への道は、吉野川

から奈良盆地に向け比較的通り易い経路の一つである。吉野河之河尻は、吉野川を離れ

北上する分岐点となる地点として記録が残されたものと考えられる。 

・ 記紀には八咫烏が先導したと記載がある。あたかも鳥が先導したかのような記載がある

が、これは象徴的な表現を行ったものであり、日本書記では神武東征が完結した後に八

咫烏は神武天皇から領地を与えられていることから、八咫烏は奈良盆地と紀ノ川・吉野

川をつなぐ経路を知っていた地元の人間だと考えられる。奈良盆地南部は、弥生時代か

ら紀ノ川・吉野川と交易を行っており、地元の人はこの経路を知っていたと考えられる。 

 
図 12 紀の川・吉野川から奈良盆地に入る経路 

出所 Googlemap を基に筆者作成 

 

（１７） 菟田血原（古事記では宇陀） 

・ 「宇」は広いことを指し、「陀」は斜めに傾いた土地を意味する。五條市から御所市に

かけて風の森峠を越えて峠の北面を望むと金剛山の東山麓が葛城川沿いに広がる光景

が目に入る。これは、「宇陀」の文字が意味する地理的特徴に合致するため、御所市付

近が宇陀であったと考えられる。 

・ なお、神武天皇は現在の宇陀市を経由して奈良盆地に入ったとする説があるが、現在の

宇陀市の地形は奈良盆地を望むことができない山間地域である。神武天皇は宇陀にたど

り着いた褒賞として部下の日臣命に「道臣」の名前を授けている。奈良盆地を望む御所

市にたどり着いたなら理解できる行動であるが、まだ奈良盆地を望むことができない、

その先に奈良盆地があるかどうか確認ができない宇陀市に到達した時点で「道臣」の名

前を授けるとは考えにくい。 
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図 13 分水嶺に近い高鴨神社付近（県道 30 号線上）から奈良盆地を望む 

出所 Googlemap（ストリートビュー） 

 

（１８） 菟田高倉山 

・ 日本書紀では神武が菟田高倉山から一帯を望み見たとある。また、そこから「手前」に

國見丘（後述の通り現在の国見山）が見え、文脈からはその奥に女坂・男坂・墨坂（後

述の通り貝吹山周辺）、更にその奥に磐余邑（後述の通り明日香村周辺）が見えると記

載されている。当時（九月甲子朔戊辰）は菟田血原を制圧してその先に進むための準備

を行っている段階であり、菟田血原からの位置関係や、そこから見える先の地理関係か

ら、菟田高倉山は現在の金剛山である可能性が高い。 

 

図 14 奈良盆地南部の地理と日本書記に記載された地名 

出所 国土地理院地図を基に筆者作成 
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（１９） 國見丘 

・ 「國見」の名前から、一帯を見下ろすことができる小高い丘であると推察される。この

ような地理条件を備え、かつ金剛山から奈良盆地南部を見渡した際に「手前」にくる位

置関係から、御所市の国見山であると比定される。 

・ 日本書記では高尾張の赤銅八十梟帥と磯城の八十梟帥が出てくる。神武天皇は國見丘で

八十梟帥のうちの一人を討っているが、金剛山地東山麓を「高尾張」と呼んでいたと考

えられることから、國見丘で討ったのは赤銅八十梟帥の事だと読み取れる。 

 
注：「×」印は「拠点的母集落」とされている集落のうち、弥生時代後期後半まで存続

したものの庄内式土器（3 世紀前半）に途絶した集落 

図 15 弥生時代の集落と神武東征経路 

出所 寺沢（2016）（9）を基に筆者作成 
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・ 図 15 は、桜井市纏向学研究センターがまとめた奈良盆地の弥生時代の遺跡をプロット

した図で「拠点的母集落」とされている集落のうち、弥生時代後期後半まで存続したも

のの庄内式土器（3 世紀前半）に途絶した集落に「×」印を付けたものである。神武東

征経路周辺の集落が途絶していることが分かる。 

・ 國見丘との位置関係や、その後の行程から読み解くと、この高尾張の赤銅の八十梟帥の

拠点は図 15 の 213（鴨都波遺跡）又は 215（観音寺遺跡）の可能性がある。なお、191

（新沢一町遺跡）は墨坂近隣であり、國見丘の戦いの後も敵勢力の支配下であったため、

新沢一町遺跡から東は磯城の八十梟帥（兄磯城）の勢力圏であったと考えられる。 

・ なお、図に示す奈良盆地南部で神武東征経路からはずれて途絶している集落である 230

（竹内遺跡）、113（芝遺跡）のうち、竹内遺跡は河内と大和を結ぶ経路上に位置してお

り、長髄彦の拠点地であるとの伝承（8）が残る。また、芝遺跡は纏向遺跡に隣接してい

るため、衰退したわけではなく纏向へ発展的解消を遂げた可能性がある。 

 

（２０） 男坂（忍坂）／女坂／墨坂 

・ 日本書紀には、要害の地である男坂（忍坂）／女坂／墨坂に敵が兵を配置しているため、

道が遮断され通れるところが無かったと記載されている。また、部下を変装させ、この

道を経由して天香山を往復させている。さらに、神武は忍坂から出陣させた兵と墨坂か

ら出陣させた兵で敵を挟み撃ちにしていることから、これらの坂は並列の位置関係にあ

ったと考えられる。 

 
図 16 男坂、女坂、墨坂、磐余邑、磯城邑の位置関係 

出所 Googlemap を基に筆者作成 



16 
 

・ 国見山と天香山を結ぶ東西方向の経路上に、「坂」と表現できるような経路が狭まった

防衛の要所となる地理を並列に有しているのは、貝吹山周辺である。 

・ なお、貝吹山北西部の上ノ山遺跡からは 1982 年の橿原市教育委員会の調査によって屋

外火焚場が検出されている。この屋外火焚場は丘陵西斜面にあり、一辺約 2.5 メートル

の不整方形土坑の中に焼土や炭・灰がかたまっていた（10）。調査ではその用途が明らか

にされていないが、これは、日本書記に記載されている「墨坂には真っ赤に熾っている

炭を置いて士気を高めていた」「菟田川の水を取って墨坂に置く炭火に注ぎ火を消し不

意を突けば、敵の敗北は間違いない」などの記載と整合的である。 
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図 17 兄磯城軍との戦いの経過 

出所 Googlemap を基に筆者作成 

 

（２１） 磐余邑（又は片居、片立） 

・ 金剛山から北東の方面に向けて望んだ際に、貝吹山の先に見えるのは明日香村である。

明日香村は地質的に花崗岩が露出している地理的特徴を有しており、この地域を磐余邑

（いわれむら）と表現した可能性が高い。また、日本書記には磐余邑の旧地名が片居又

は片立であったと記載されている。「片」が付く地名は、山と平地の境目を指す（片方

が山、片方が平地）である可能性が高い。このことからも、磐余邑は明日香村であった

と考えられる。 

・ 現在、天香山の北東部には磐余の地名が残っており、明日香村と同様の地理的特徴を有

している。しかし、日本書紀では、神武が攻撃前に部下に天香山を往復させ、その成否

が攻撃の成否に繋がると考えていたことから、天香山は敵部隊が展開する最深部に位置

していたと考えられる。すなわち、神武が、敵地を全体的に偵察し、その情報を得た上

であれば戦いを有利に進めることが出来ると考えていたとすれば、天香山の北東方面に

敵の本隊が立地していてはこの思考は成立しない。また、仮に男坂（忍坂）／女坂／墨

坂が貝吹山周辺である場合に、忍坂から女軍（おとり部隊）を出陣させ磐余邑を拠点に

している敵兵をおびき寄せ、墨坂から男軍（本隊）の兵で挟み撃ちするには、磐余邑が

天香山の北東に位置すると遠すぎる（先に出陣した女軍が敵とぶつかるまでに進行する

時間が十分にあり、女軍と男軍が直列関係になってしまう）。このことから、磐余邑は

天香山の手前（南西方面）に位置していたと推察される。 
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（２２） 磯城邑 

・ 磯城邑は飛鳥川中流域の四分遺跡と比定される。四分遺跡は、弥生時代中期以降急速に

発展、弥生時代末期まで存続し古墳時代に途絶した、東西 250 メートル、南北 400 メ

ートルの範囲に広がる大規模集落である。 

・ 周辺は「磯」の文字を当てるにふさわしい地理条件を有し、山が平野に迫った川沿いの

砂礫地帯である。飛鳥川の由来は「スカ地」であり、飛鳥川流域には、スカ（州処・砂

州）があったといわれている（アスカの「ア」は接頭語）ことからも、四分遺跡が磯城

邑であった可能性を支持する。 

 

（２３） 天香山 

・ 天香山は、他の地名との地理的前後関係や、赤土を有する地理的特徴から、現在の天香

具山であると比定される。 

 

（２４） 畝傍山／橿原宮 

・ 畝傍山／橿原宮は、神武天皇が「思うに国の奥深くにある安住の地」と表現している。

畝傍山／橿原宮は、兄磯城の拠点である磯城邑（四分遺跡）の付近に位置しており、「国

の奥深く」の表現にふさわしい土地であり、かつ現在の地名とも一致する。そのため、

日本書記の畝傍山／橿原宮は、現在の畝傍山／橿原宮と同じ場所だと考えられる。 

 

（２５） 片塩 

・ 日本書記では兄磯城、弟磯城が登場し、兄磯城は神武天皇に反抗し誅殺され、弟磯城は

神武天皇に恭順し、その後神武の勢力下に入る。兄磯城が拠点とした磯城邑と比定され

る四分遺跡から直線距離で 3km の距離には、弥生時代中期まで奈良盆地最大級の集落

で青銅器リサイクルの拠点であった坪井・大福遺跡が存在する。坪井・大福遺跡は、弥

生時代後期に入ると衰退し、時を同じくして四分遺跡が興隆し、また、坪井・大福遺跡

の環濠の東側に青銅器リサイクルの機能を維持しつつ規模を小さくした大福遺跡が形

成された（青銅器リサイクルの拠点である大福遺跡は水運による広域の交易を行ってお

り、船が遡れる最も上流に位置しておりこれより山側には移転できなかったと推察され

る）。さらに、坪井・大福遺跡から北東に直線距離で 3km 離れた纏向遺跡では、3 世紀

前半頃の土坑から大福遺跡から出土された木製仮面と類似の木製仮面が出土しており、

大福遺跡と纏向遺跡の関連性が示唆されている（11）（12）。このため、坪井・大福遺跡の

勢力の一部が弥生時代後期に四分遺跡と芝・纏向遺跡にそれぞれ移転してきた可能性が

推測される。四分遺跡、芝・纏向遺跡は、上流に逃げ場となる高台を有していることか

ら、この動きは同時期に日本各地で進んだ低地から高地性集落への移転の流れを汲んだ

動きと推測することができる。このことから、兄磯城、弟磯城は実際の兄弟というより、

坪井・大福遺跡から派生した二つの勢力とみることができるのではないか。 
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・ 弟磯城は、神武天皇から磯城県主（しきのあがたぬし）として磯城を統治することを認

められた。この際の磯城が示す地理的範囲は、兄磯城が拠点とした四分遺跡周辺のみな

らず、地理的条件が似通ったその東側の芝・纏向までを含む可能性がある（図 18）。 

・ 神武天皇の孫である安寧天皇の名は「磯城津彦玉手看天皇」であり、磯城津の名前が含

まれている。安寧天皇は、都を片塩（かたしお）に移している。片は、片側が山地、片

側が平地の境目の土地を指す文字であり、塩は「しわ」から来ており谷などが入り組ん

だ地形を指すと考えられる。纏向遺跡群は、「磯城」と表現できる地理的範囲の中の「片

塩」と言える地理的条件を備えた立地であり、安寧天皇が都とした片塩が纏向遺跡であ

るとの仮説を立てることができる。 

・ なお、神武天皇の即位が西暦 181 年であるとの説（八木荘司氏の八木倍年説）を採用し、

神武天皇の治世が 76 年、綏靖天皇の治世が 33 年として、当時の暦では現代の 1 年を 2

年としてカウントしていた（冬至から夏至にかけての日が長くなる期間、夏至から冬至

にかけての日が短くなる期間をそれぞれ 1 年とした）ことを考慮すると、安寧天皇の即

位の西暦は 236 年頃となる。これは、纏向遺跡が 3 世紀前半の遺跡である考古学的な事

実と整合する。 

 

 
注：赤枠内は、国土地理院の地形図で「扇状地」及び「やや起伏した扇状地」とされる地

域（「磯城」の地名が表わす地理的条件を有すると考えられる範囲）。 

図 18 磯城の範囲と主要な遺跡 

出所 国土地理院 5 万分の１地形分類図を基に筆者作成 
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図 19 神武東征から纏向遺跡までの年表 

出所 筆者作成 
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